
く第二 血液製剤についての中期的な需給の見通しン
E意見7

血液製剤の需要についで,広く学会の意見を聴いて,全ての薬効群につVての将来
の需要予測を徹底的に行い,その将来予測を元に,薬効別に長期に必要な供給量を算
定し-血液由来の製剤の安定供給を確保するための本格的な議論.をすべきではないか.

E考え方1

血液喪剤の中期的な需,%の見通しに.ついては-研究班での検討が行われているところ
ですがl血液製剤の安定供給が確保されるよう- より実効性のある需給見通しを考えて

いく際の参考とさせてVlただきたいと思いますo貴重な御意克をありがとうござい草し
たo

E意R.1

血液凝固第VD困子製剤及び第正困子製剤につV-て,咽内献血由来製剤を-定量確保

する方策を立てる必要があるJとすべきではないかo

r将来的には輸入遺伝子組換え製剤に置換えて- 国内で遣伝子組換え第VW因子製剤

製造の可能性を検討する必要があるoJとすべきではなtlかo

E考え方J

血衆由来の血液凝固第vul因子製剤について, -定量の製造と供給を当面続けていくこ
と,将来的には遺伝子組換え第VIa囲子製剤の国内での製造の可能性を考えていく必要が

あることは,いずれも,昨年1 2月2 7日のr血梁分画製剤の製造体制の在り方に関す
る検討会J.報告書め中でとりまとめられているところですo

と第三 血液製剤に関し国内自給が確保されるための方策に関する事項ン

E意見1

免疫グロブリン製剤の使用量は rやや増加傾向にあるがl今後,適切かつ適正な使
用が求められるJではなく, rやや増加傾向にあり,今後とも適切かつ適正な使用が東
められるJとすべきではないかo へ-

E考え方コ

御意見を踏まえ-修文t,lたしましたo
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